
 
核兵器禁止条約へ日本政府
の署名を求める意見書が全
会一致で採択されました。 
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↑相談の予約は 

 大畑美紀 

74-2310 

✿
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
相
談
を
✿ 

日
本
共
産
党

無
料
法
律
相
談 

毎
月
第
２
日
曜 

午
後
４
時
～ 

西部地区事務所 

37 － 0171

－
01712261 

９月議会報告 
９月 1２日～2８日 

大畑美紀市議 

印鑑登録証明書等 コンビニ交付へ 

マイナンバーカード利用で 

導
入
費
用
は
多
額 

シ
ス
テ
ム
導
入
経
費
は

３
７
８
０
万
円
、
経
常
経

費
が
５
年
間
で
３
８
９
０

万
円
、
う
ち
市
が
コ
ン
ビ

ニ
に
支
払
う
手
数
料
は
１

件
当
た
り
１
１
５
円
と
の

説
明
で
し
た
。（
全
国
で
は

制
度
の
初
期
投
資
約
３
千

億
円
、
年
間
経
費
約
３
百

億
円
） 

ご
く
た
ま
に
し
か
利
用

し
な
い
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の

た
め
に
多
大
な
出
費
を
す

る
こ
と
に
は
反
対
で
す
。 

市
は
「
早
朝
・
夜
間
、

土
日
祝
日
で
も
、
日
本
全

国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で

き
る
」「
窓
口
業
務
の
負
担

印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

現
在
、
市
役
所
・
支
所
・
一
部
市
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
や
自
動
交
付
機
で
交
付
さ
れ
て
い
る
証

明
書
を
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
で
、
コ
ン
ビ
ニ
の
キ
オ
ス
ク
端
末
（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
）

で
も
交
付
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。（
Ｈ
30
年
１
月
９
日
～
）
シ
ス
テ
ム
導
入
に
伴
い
、

自
動
交
付
機
（
市
民
ホ
ー
ル
設
置
）
は
Ｈ
30
年
９
月
末
で
廃
止
さ
れ
ま
す
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
ち
歩
く
こ
と
の
危
険
性
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
そ
の
も
の
に
問

題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
畑
議
員
は
条
例
改
正
に
反
対
し
、
反
対
討
論
を
し
ま
し
た
が
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

普
及
数
は
、
市
民
カ
ー

ド
が
昨
年
10
月
で
３
８
，

６
３
５
枚
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
は
今
年
９
月
で

約
１
１
，
０
０
０
枚
で
す
。 

大
畑
議
員
に
は
市
民
か

ら
自
動
交
付
機
を
な
く
さ

な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
電

話
が
あ
り
ま
し
た
。 

他
人
に
知
ら
れ
て
は
な

ら
な
い
情
報
が
あ
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
ち

歩
く
の
は
紛
失
や
盗
難
な

ど
大
き
な
リ
ス
ク
が
あ
り

ま
す
。
全
国
で
普
及
率

５
％
程
度
の
住
基
カ
ー
ド

で
も
、
不
正
取
得
や
、
な

り
す
ま
し
詐
欺
な
ど
の
犯

罪
が
頻
発
し
ま
し
た
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
持
ち
歩
き
は
危
険 

制
度
に
問
題
あ
り 

新
は
つ
か
い
ち 

 

条例改正 

軽
減
」
「
交
付
事
務
コ
ス
ト

縮
減
」
等
を
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
い
ま
す
が
、
危
険
を
感
じ

て
、
カ
ー
ド
取
得
し
な
い
と

い
う
人
も
多
く
、
便
利
に
な

る
の
は
ご
く
一
部
の
人
で
、

大
多
数
の
人
に
は
ほ
と
ん

ど
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。 

国
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
普
及
を
強
力
に
推
進

し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
、
資

産
や
貯
蓄
な
ど
の
情
報
も

入
れ
ら
れ
、
徴
税
強
化
や
社

会
保
障
削
減
、
国
が
個
人
を

管
理
し
や
す
く
す
る
仕
組

み
が
ね
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

■広島総合病院地域救急救命センター設備整
備事業 1618万 5千円 

JA総合病院の医療機器整備補助要望に対 

し、第３次救急医療設備として公益性が認められる

ため、大竹市と廿日市市が補助するものです。補助

上限は 2 千万円、人口（H29 年 3 月 31 日現在）割

合により、大竹市分は 381万 5千円です。 

■林業振興事業 
分収造林使用割当補償金 499万５千円 

玖島地区の市有林（使用割当地）金尾松山の立木売払

収入のうち、権利を持つ一丁田地区・楢原地区へ（市１

割 地元山組9割）により補償金を支払うものです。 

■造林保育事業 
市有林造林保育事業委託料追加2256万4千円 

天徳の再造林、里地山・釜ヶ谷の保育間伐、広原山の

保育間伐の委託料です。 

■耐震改修促進事業 
 大規模建築物耐震改修事業補助金 

2837万 6千円 

民間で、3階建てで５千㎡以上のホテルや病院 

など大型建築物や、緊急輸送路を閉鎖するおそれの

ある建築物に、耐震改修費の補助をするものです。

国庫補助金 4 分の 1、県補助金 2 分の 1、残りは市

の一般財源です。今回対象は宮島のホテル（有もと） 

 

一一般般会会計計補補正正予予算算   
 主なもの  

 

 各会派の意見を調整した結果、意

見書の題は「核兵器廃絶へ向けて強

いリーダーシップをとるよう求め

る意見書」となりましたが、本文の

最後を「『核兵器禁止条約』に署名・

調印するよう強く求めます。」とし

ています。 

日本政府は速やかに署名し、核廃

絶の先頭に立つべきです。 

議会報告会（意見交換会） 
11 月 18 日（土） 

市内 8か所で行われます。 

大畑美紀議員は次の 2 会場（建設常

任員会担当）に出席します 

◆原市民センター  10時～ 
◆津田市民センター 14時～ 
＜テーマ＞ 

バスの利便性向上について 

 

くわしくは 1１月 1 日
発行の議会広報「さく
ら」をご覧ください。 

分収造林とは 
造林者が契約により植林保育し、成木が売れ

た時に、その収益を契約の割合によって分収す

るものです。廿日市市の市有林には、山組や町

内会等が権利を持つ使用割当地と、使用割当が

ない山林があります。市有林の分収造林がある

のは佐伯地域のみです。 

 

12
月
定
例
会
は
、
12
月
５
日
開
会
予
定
で
す
。 

 



 

 

大
畑 

 

新
機
能
都
市
開
発
予
定
地

は
、
廿
日
市
市
沿
岸
部
の
自
然

を
と
ど
め
る
緑
地
と
し
て
貴

重
で
あ
る
。
ま
た
、
土
砂
災
害

の
危
険
性
が
高
い
土
地
で
も

あ
る
。
大
規
模
な
改
変
は
す
べ

き
で
は
な
い
。 

①
土
地
区
画
整
理
組
合
を
設
立

し
、
民
間
事
業
者
に
業
務
代
行

さ
せ
る
こ
と
で
、
こ
の
事
業
の

す
べ
て
の
責
任
の
所
在
は
。 

②
大
規
模
な
切
土
盛
土
（
そ
れ
ぞ

れ
２
８
０
万
㎥
）
は
、
周
辺
の
住

環
境
や
自
然
環
境
へ
の
悪
影
響

が
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。 

③
撤
退
な
ど
の
可
能
性
の
あ

る
工
業
団
地
で
は
な
く
、
市
民

が
出
入
り
で
き
る
都
市
型
の

緑
地
開
発
に
転
換
を
。 

 大
畑 

道
徳
が
教
科
化
さ
れ
、
評
価

の
対
象
に
な
る
。
教
科
で
必
要

な
社
会
道
徳
が
養
え
る
と
は
思

え
な
い
。「
内
心
」
を
評
価
さ
れ

る
こ
と
で
思
想
統
制
に
つ
な
が

る
懸
念
も
あ
る
。
一
定
の
方
向

に
誘
導
す
る
の
で
は
な
く
、
児

童
生
徒
の
考
え
を
尊
重
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
方
向
に
伸
び
て
い
け

る
授
業
の
あ
り
方
を
求
め
る
。 

答
弁 答

え
が
一
つ
で
は
な
い
道
徳

的
な
課
題
を
、
自
分
自
身
の
問

題
と
し
て
と
ら
え
、
多
角
的
に

多
面
的
に
考
え
る
授
業
や
、
他

者
と
議
論
す
る
授
業
展
開
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。 

評
価
は
子
ど
も
の
成
長
を
認

め
励
ま
す
観
点
で
、
文
章
に
よ

る
個
人
内
評
価
を
行
う
。 

大
型
開
発
中
止
し
、
都
市
型
緑
地
に
転
換
を 

道
徳
教
科
化 

（
小
学
校
来
年 

 

中
学
校
再
来
年
か
ら
） 

 

土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、
元 

の
土
地
権
利
者
の
「
換
地
」
以
外

に
、
「
保
留
地
」
が
残
り
ま
す
。

業
務
代
行
す
る
民
間
事
業
者
は
、

主
に
保
留
地
の
売
却
利
益
を
資

金
と
し
て
事
業
を
行
い
ま
す
。 

 
 

 

「新機能都市開発事
業調査特別委員会の
設置について」 
（提出者 山田・石塚・荻

村・藤田・角田議員） 

賛成少数で否決されま

した。賛成は提案者と大

畑・広畑・林・徳原・高橋議

員の計１０人です。 

大畑議員は新機能都

市開発事業に反対です

が、調査の必要性から、

特別委員会の設置には

賛成しました。 

議員発議 

答
弁 

 

土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

権
利
者
の
同
意
に
基
づ
き

権
利
者
自
ら
の
責
任
で
行

わ
れ
る
。
民
間
事
業
者
は
組

合
の
運
営
事
務
、
換
地
、
設

計
、
造
成
工
事
等
事
業
の
相

当
部
分
、
事
業
完
了
ま
で
の

資
金
調
達
を
行
う
。 

②
各
法
令
基
準
を
遵
守
し

安
全
確
保
を
心
が
け
る
。
県

条
例
に
基
づ
き
、
自
然
環
境
や

住
環
境
に
影
響
が
な
い
よ
う

取
り
組
む
。 

③
土
地
利
用
は
「
廿
日
市
市

新
機
能
都
市
開
発
構
想
土

地
利
用
検
討
委
員
会
」
の
意

見
を
踏
ま
え
決
定
し
た
。
こ

の
方
向
性
は
妥
当
で
あ
る

と
考
え
る
。 

大
畑 母

語
で
あ
る
日
本
語
を
し

っ
か
り
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で
、

英
語
教
育
の
前
倒
し
は
教

員
・
児
童
ど
ち
ら
に
も
大
き
な

負
担
と
な
り
、
問
題
が
多
い
。

小
学
校
英
語
を
ど
う
考
え
、
ど

う
取
り
組
む
の
か
。 

答
弁 英

語
力
向
上
は
日
本
の
将

来
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
平
成
１６
年
度
か
ら
宮

島
幼
稚
園
と
全
小
・
中
学
校
に

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置
し
、
低
学
年
か

ら
外
国
語
活
動
を
行
い
、
一
定

の
成
果
が
表
れ
て
い
る
。
今
年

度
は
指
定
校
を
２
校
設
定
、
教

員
１
名
を
加
配
し
て
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
開
発
・
指
導
方
法
改
善

充
実
を
行
っ
て
い
る
。
全
校
に

広
げ
新
学
習
指
導
要
領
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
す
る
。 

小
学
校
英
語
教
育
早
期
化 

２
０
２
０
年
度
か
ら 

５
・
６
年
に
英
語
教
科 

・英語を早く学び始めるのが良い、読み書き

より会話力が重要というのは誤解だと専門家

は指摘します。在米日本人の子どもで発音は

ペラペラでも授業を理解する英語力がなく、

日本語も幼児語レベルでバイリンガルどころ

かアイデンティティを失う例もあるそうです

。 

・小学５・６年次は英語教科になり、

外国語活動は３・４年に実施されます。 

 英語に道徳、児童生徒はもちろん、

多忙な教員の負担はさらに増します。

現場からも疑問の声が出ています。 

の
こ
す
べ
き
貴
重
な
自
然 

計
画
地
は
、
サ
ツ
マ
シ
ジ
ミ
（
チ

ョ
ウ
の
一
種
）
が
生
息
、
ギ
フ
チ
ョ

ウ
の
飛
来
の
可
能
性
が
あ
る
場
所

で
す
。
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能

は
重
要
で
す
。
開
発
で
森
林
を
失

え
ば
、
可
愛
川
の
水
質
変
化
、
周

辺
の
気
温
上
昇
な
ど
、
影
響
は
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
長
い
将
来
を
見

据
え
、
緑
地
と
し
て
活
用
し
て
い

く
よ
う
求
め
ま
す
。 

３
分
の
２
以
上
の
同
意
で 

事
業
が
で
き
る 

土
地
区
画
整
理
事
業
で
は

土
地
所
有
者
及
び
借
地
権
者

の
３
分
の
２
か
つ
宅
地
面
積
及

び
借
地
面
積
の
３
分
の
２
以
上

の
同
意
が
必
要
で
す
。 

市
は
「
す
べ
て
同
意
が
得
ら

れ
る
よ
う
努
力
す
る
」
と
言
い

ま
す
が
、
も
し
１
件
で
も
同
意

が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
？ 

大
畑
議
員
の
「
土
地
所
有
者

の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、

強
制
執
行
と
な
る
の
か
。
」
と

い
う
質
問
に
、市
は
「
言
わ
れ
る

よ
う
な
こ
と
で
す
。
（
＝
強
制

執
行
）」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

大
畑
議
員
は
、 

「
道
路
除
雪
さ
れ
た
雪
が
通
行
の
妨

げ
に
な
る
。」「
高
齢
で
私
道
の
除
雪
が

困
難
」
な
ど
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
声
に

応
え
る
よ
う
求
め
、
あ
わ
せ
て
除
雪
業

者
の
要
望
も
伝
え
ま
し
た
。 

除
雪
が
広
範
囲
の
た
め
一
日
で
細

か
な
対
応
は
困
難
で
、
答
弁
は
「
全
体

の
除
雪
後
に
対
応
し
た
い
。
」
通
行
に

支
障
が
あ
る
場
合
は
、
市
役
所
、
又
は

支
所
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

私
道
の
除
雪
は
、
本
市
で
は
業
者
も
少
な

い
た
め
、「
地
域
の
支
え
合
い
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用
な
ど
、
仕
組
み
づ
く

り
を
考
え
た
い
」
と
い
う
答
弁
で
し
た
。 

ま
た
、
市
は
、
積
雪
時
の
住
民
の
協
力

に
防
災
行
政
無
線
の
活
用
や
、
事
故
や
渋

滞
防
止
の
注
意
喚
起
と
し
て
、（
畑
口
の
）

電
光
掲
示
板
の
表
示
の
工
夫
を
す
る
こ

と
な
ど
も
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

雪の季節が近づきます 

積雪対策の強化についてききました 
 

新学習指導要領 
問題あり 

まずは母国語の力をつけること 

 県
道
廿
日
市
佐
伯
線
（
30
号
）
は
、

積
雪
時
に
立
ち
往
生
し
た
自
動
車
で

渋
滞
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
、
凍
結

防
止
剤
散
布
車
や
除
雪
車
の
運
行
も

困
難
に
な
り
ま
す
。
冬
場
の
30
号
線

通
行
に
は
雪
の
備
え
が
必
要
で
す
。 

＝ 新 は つ か い ち ＝  

大畑美紀議員の一般質問 

新
機
能
都
市
開
発 


